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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

皆
様
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様

の
お
力
添
え
に
よ
り
就
任
２
年
目
の
節

目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
、
深
く

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

昨
年
も
多
く
の
取
り
組
み
と
成
果
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
一
つ
目
と
し
て
、

旧
南
都
銀
行
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
有

効
活
用
す
る
た
め
、
黒
滝
村
森
林
組
合

に
よ
る
（
株
）
モ
ン
ベ
ル
の
委
託
販
売

を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
ア
ウ

ト
ド
ア
用
品
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
知
ら
れ

る
（
株
）
モ
ン
ベ
ル
と
本
村
に
よ
る
包

括
連
携
協
定
を
締
結
致
し
ま
し
た
。
こ

の
連
携
に
よ
り
、
黒
滝
村
の
観
光
資
源

を
有
効
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
と
共
に
、
自
然
を
愛
す
る
多
く
の

方
々
に
黒
滝
村
の
魅
力
を
発
信
し
て
ま

い
り
ま
す
。

観
光
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
新
た
な
集
客

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
ま
た
既
存
の
観
光

施
設
や
民
間
の
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設
と
の

相
乗
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、
村
へ
の
更
な
る
観
光
客
誘

致
に
は
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
、
県
道
赤
滝

五
條
線
寺
戸
工
区
の
早
期
完
工
、
ま
た

先
線
の
計
画
確
定
、
県
道
洞
川
下
市
線

の
狭
隘
区
間
の
解
消
等
、
道
路
整
備
は

村
の
将
来
を
担
う
最
重
要
課
題
で
あ

り
、
早
期
整
備
に
向
け
て
要
望
活
動
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

買
い
物
支
援
に
関
し
て
は
、
昨
年
12
月

に
移
動
販
売
車
の
整
備
を
行
い
、
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
致
し
ま
し
た
。
特
に
高
齢

者
や
交
通
手
段
の
少
な
い
方
々
に
と
っ

て
、
移
動
販
売
車
を
利
用
し
た
買
い
物

支
援
は
重
要
で
す
。
皆
様
の
生
活
を
よ

り
便
利
に
し
、
地
域
の
絆
を
深
め
る
一

助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
住
環
境
の
充
実
を
図
る
た

め
、
集
合
住
宅
を
建
設
し
、
今
春
に
は

入
居
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。
黒
滝
村

に
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
々
や
、
新
た

な
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
方
々
に

と
っ
て
、
快
適
な
住
ま
い
を
提
供
し
て

ま
い
り
ま
す
。

以
上
の
取
り
組
み
は
、
す
べ
て
黒
滝

村
の
未
来
を
見
据
え
た
も
の
で
す
。
村

民
の
皆
様
の
中
で
も
「
住
民
が
守
る
、

黒滝村長

植田　忠三郎

森
と
人
が
育
む
魅
力
あ
る
暮
ら
し
」
と

い
う
こ
と
で
夢
を
叶
え
る
会
が
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。
住
民
と
行
政
が
一
堂
に

会
し
情
報
交
換
で
き
る
有
意
義
な
機
会

と
捉
え
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご

支
持
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
誠
心
誠
意
、
村
の
発
展
に
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
こ
の
新
し
い
年
が
皆
様
に

と
っ
て
健
康
で
幸
せ
な
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

ご 挨 拶
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黒滝村議会議長

阪中　隆一

新 年 の
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
議
会
運
営
に
対
し
ま
し

て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
議
会
議
員
を
代
表

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
、
元
日
に
能
登
半
島
大
地
震

が
発
生
し
、
ま
た
、
各
地
で
数
多
く
の

線
状
降
水
帯
の
発
生
な
ど
、
近
年
予
測

不
能
な
自
然
災
害
が
各
地
で
頻
繁
に
起

こ
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
絶
、
道
路

網
の
寸
断
等
多
大
な
被
害
が
生
じ
て
お

り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
地
震
や
異

常
気
象
に
よ
る
大
き
な
災
害
が
い
つ
発

生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
村
長

と
と
も
に
安
心
安
全
な
村
を
維
持
す
る

た
め
、
自
主
防
災
力
や
地
域
防
災
力
の

向
上
、
防
災
機
能
設
備
等
の
強
化
を
図

り
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
林
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依

然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
昨
年
４
月
か
ら
森
林
環
境
税
が
徴

収
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
国
か
ら
の
森

林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
に
よ
り
人
材
育

成
・
担
い
手
の
確
保
、
森
林
整
備
等
施

策
の
財
源
と
し
て
充
て
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
村
で
は
、
以

前
よ
り
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も

な
お
、
そ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
村

や
関
係
者
の
皆
様
と
共
に
考
え
有
効
に

活
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地

球
温
暖
化
が
進
む
中
、
こ
の
豊
か
な
自

然
、
美
し
い
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め

に
も
地
球
温
暖
化
問
題
、
脱
炭
素
社
会

へ
の
さ
ら
な
る
取
組
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。そ

し
て
、
村
の
ア
ク
セ
ス
幹
線
道
路

で
あ
り
ま
す
、
県
道
赤
滝
五
條
線
及
び

洞
川
下
市
線
の
改
良
は
村
の
重
要
施
策

で
あ
り
、
県
道
赤
滝
五
條
線
で
は
寺
戸

工
区
以
降
の
さ
ら
な
る
事
業
展
開
に
つ

い
て
早
期
実
現
を
目
指
し
、
ま
た
県
道

洞
川
下
市
線
で
は
狭
隘
箇
所
、
未
改
良

区
間
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
働
き
か

け
、
要
望
活
動
等
を
精
力
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
へ

の
対
応
や
、
黒
滝
村
に
魅
力
を
感
じ
る

方
々
へ
の
移
住
・
定
住
を
積
極
的
に
進

め
る
こ
と
で
、
活
気
の
あ
る
住
み
よ
い

村
づ
く
り
を
行
政
と
共
に
議
会
議
員
一

同
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
は
引
き
続

き
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い
年
が

皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
素
晴
ら
し

い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

3 広報くろたき　No．511



42025 年 1月号

議

会

議
会
活
動
状
況

12
月

２
日
●
第
６
回
議
会
定
例
会
打
合
せ

４
日
●
黒
滝
村
総
合
教
育
会
議

６
日
●
第
６
回
議
会
定
例
会　

開
会

　
　
　

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

10
日
●
第
６
回
議
会
定
例
会　

再
開

　
　
　

一
般
質
問

11
日
●
丹
地
橋
渡
り
初
め
式

18
日
●
区
長
会

　
　

●
南
和
広
域
衛
生
組
合
臨
時
会

23
日
●
例
月
出
納
検
査

28
日
●
年
末
警
戒

▼一般質問

▼審議案件の内容

第６回議会定例会
　令和６年第６回議会定例会が１２月６日（金）～１０日（火）にかけて

開催されました。１１の議案が審議され、それぞれ原案どおり可決・承認

されました。審議された内容は次のとおりです。

議案番号

議案第　１号
　奈良県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び奈良
　県市町村総合事務組合規約の変更について

専決処分の承認

議案第　６号

補正予算

追加議案
第１１号

　令和６年度黒滝村一般会計補正予算（第５号）について
　令和６年度黒滝村介護保険特別会計補正予算（第２号）について

規約変更

岡﨑議員
●非認知能力育成のカリキュラム編成について

●開かれた議会のための議会可視化について

議案第　３号
議案第　４号
議案第　５号

　黒滝村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
　令和６年度黒滝村一般会計補正予算（第４号）について
　令和６年度黒滝村介護保険特別会計補正予算（第１号）について

条例改正

議案第　８号

議案第　７号

　黒滝村移住定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する
　条例について
　一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
　財政調整基金の設置、管理及び処分に関する条例等の一部を改正する条
　例について

議案第　９号
議案第１０号

議案第　２号 　南和広域衛生組合規約の変更について

追加議案

　工事請負変更契約の締結について
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大天井ヶ岳ハイキング

　黒滝村林業研究会主催で大天井ヶ岳ハイ

キングが行われました。

　３歳のワンちゃんから７歳の小学生、

８７歳の年配の方まで、老若男女（１７名）

とワンちゃん（１匹）が、野生キノコと樹

木を観察しながら山頂まで歩きました。

　ハタケシメジやサンゴハリタケの食べら

れるキノコの収穫もあり、帰宅後、おいし

く頂きました。

11
9 野生キノコと樹木を観察

村　の　話　題

　１０年後も住みやすい黒滝村であり続け

るために昨年３月から始まった夢を叶える

会は、今回で４回目を迎えました。

　様々な思いが少しずつ具体化してきてお

り、この度、３つの思いを村に提案させて

いただくことになりました。

１．黒滝村における省エネや再エネの可能

　　性について調査し、ゼロカーボン計画

　　を策定すること

２．住民の癒しの空間となる、春には桜、

　　秋には紅葉を楽しめる村有林の広葉樹

　　林化

３．移住定住のための新たなパンフレット

　　や PR 動画の作成

　自分たちにできることを探りつつ村にも

協力を仰ぎながら、住民と行政がともに魅

力ある暮らしを守るために活動を続けてい

きます。

黒滝村夢を叶える会
みんなの夢を叶える第一歩

11
26

◆林業研究会についてのお問合せ先
　黒滝村森林組合

　☎０７４７‐６２‐２１２４

　黒滝村と株式会社モンベルが、令和６年

１１月２８日に連携と協力に関する包括協

定を締結しました。

　㈱モンベルは、アウトドア用品の製造、

販売だけでなく、様々なアウトドアイベン

トや災害時の被災地支援のほか、環境保全

やエコツーリズムを通じた地域活性化な

ど、幅広く社会貢献に取り組んでおられま

す。

　本協定の締結により、自然体験の促進に

よる環境保全意識の醸成、子どもたちの生

き抜いていく力の育成、地域の魅力発信と

エコツーリズムの促進による地域経済の活

性化並びに農林水産業の活性化に関するこ

となどの事項で、連携と協力を行ってまい

ります。

11
28

包括協定を締結
地域活性化へ向けた新たな一歩！
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　本事業では、村と㈱黒滝森物語村が連携

し、食料品及び日用品の販売を行います。

また、地域の集いの場として楽しんでいた

だけることを目指しています。

　「黒滝村元気ふれあい活動ポイント制度」

によるスタンプを備えつけていますので、

みなさんご活用ください。

12
20

移動販売車
買い物支援事業が始まりました

　黒滝村誠心会女性部より、役場や小中学

校など公共施設に、ぞうきんを寄贈してい

ただきました。いただいたぞうきんは、大

切に使わせていただきます。

12
13

ぞうきんの寄贈
長年のご寄贈に、感謝致します

丹地橋渡り初め式

　県道赤滝五條線の改良工事に伴い、村道

遍照寺横手線に整備された丹地橋の渡り初

め式が行われました。こども園の園児たち

も参加し、元気いっぱいに橋を歩いて渡り、

こもれびホールへと架かる新橋を祝いまし

た。

　工事期間中のみなさまのご協力に感謝申

し上げます。

12
11 新たなる架け橋へ――――

　黒滝中学校の生徒のみなさまから、ボラ

ンティア活動として、花を寄贈していただ

きました。役場にご来庁の際は、是非ご覧

ください。

11
29

黒滝中学校　花の寄贈
役場入口に飾っています

　運行につきましては、時季、祝日等によ

り変更する場合がございます。詳しくは、

道の駅「吉野路黒滝」（☎６２‐２４５６）

にお問合せください。
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～　学校校章デザインを募集します　～
　令和 8 年 4 月開校予定の黒滝村義務教育学校の校章を作成

するため、デザインを募集します。自然豊かで歴史ある黒滝を

象徴する校章となるよう、多くのご応募をお待ちしております。

　詳しくは今月号の折込チラシをご覧ください。

◆お問合せ先　黒滝村教育委員会

令和８年４月開校　黒滝村義務教育学校　校名　決定！

「黒滝村立 黒滝やまなみ小中学校」

　総勢５７名の多くの方々からご応募いた

だきました。

　新たな校名は、「黒滝村立黒滝やまなみ

小中学校」と決定しました。

　さる１２月４日、各関係機関の代表者に

もご出席いただき、黒滝村総合教育会議に

て、協議を重ね、決定するはこびとなりま

した。応募者５７名の方々には、小学１年

生からご高齢者まで、在校生・教職員・卒

業生・保護者・地域の方、色々な立場の方々

から様々なご意見を頂戴しました。それぞ

れがそれぞれ黒滝への願いや思いを語って

くれました。黒滝村の象徴である森林や山、

杉、こもれびなど黒滝村をイメージする言

葉が多数見られました。

　校名を今のままにというご意見もいただ

きましたが、現小学校・中学校は令和７年

度に閉校し、令和８年度からは本格的に小

中一貫教育を行う義務教育学校としてス

タートすることになります。今までとは異

なる「新しい学校」として変わる節目であ

ることを、子どもたちそして村民の方々に

もご理解いただけたらと思います。黒滝を

イメージするすばらしい校名がたくさんあ

る中で、最終的には、在校生・村民あわせ

て 7 名の方々が応募してくれた『黒滝や

まなみ』という校名に決定しました。『や

まなみ』は、現中学校の校歌にもあり、子

どもたちには親しみやすい言葉でもありま

す。

　この新しい『黒滝やまなみ小中学校』が

地域の皆様方にご支援いただき、明日を

担っていく黒滝の子どもたちと共に、新た

な歴史を作ってくれることを願っています。

　その他、校名には選出されませんでした

が、それぞれ素晴らしい校名を考えていた

だきましたこと、皆様方に深く感謝申し上

げます。

応募者の皆様からいただいた『やまなみ』に込められた思い・願い（抜粋）

黒滝小中学校の子たちのすばらしいとこ

ろは、驚くほどまじめなところです。そ

のまじめさは、とても大切であると思い、

またずっと持ち続けてほしいです。自然

豊かなこの村で、やまなみの木々のよう

に芯がとおって元気に育ってほしいとい

う思いから考えました。

黒滝の美しい森林、

青く連なる山々、そ

んな美しい黒滝を生

涯誇りに思ってほし

い。

黒滝村は山に囲まれてい

て、学校も山に囲まれて

いるから。山でかこまれ

て、子どもたちにきれい

な空気を吸って遊んで元

気いっぱいの黒滝村にし

たいから。
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　昨年１月～１２月に老齢年金（厚生年金保険、国民年金等の老齢または退職を支給事

由とする年金）を受けとられた方に、支払われた年金の金額や源泉徴収された所得税等

をお知らせする『公的年金等の源泉徴収票』が送付されます。

　源泉徴収票は、所得税および復興特別所得税の確定申告（所在地を所管する税務署で

受付）の際の添付書類として必要となりますので大切に保管してください。

源泉徴収票は１月中旬から下旬にかけて、日本年金機構から順次発送されます。

公的年金等の源泉徴収票の送付について

源泉徴収票の再交付の受付

電話での再交付申請

ねんきんダイヤル

☎０５７０－０５－１１６５

◆確認事項
○ご本人のマイナンバーまたは基礎年金番号

○氏名　○生年月日　○住所

○お電話をおかけになった方の氏名

○ご本人との続柄

　電話番号登録されているご本人の住所あて

に送付します。電話による再送付の場合は、

お手元に届くまで２週間程度かかりますの

で、お急ぎの方は最寄の年金事務所へ直接お

問合せください。

年金事務所窓口での再交付申請

◆必要書類
【ご本人】　

○マイナンバーカードまたは年金手帳、年金

証書または改定通知書など、日本年金機

構が送付した書類

○本人確認ができる書類（運転免許証など）

【ご本人以外の方】

○ご本人のマイナンバーカードまたは年金手

帳、年金証書または改定通知書など、日

本年金機構が送付した書類

○ご本人の委任状

○代理人の本人確認ができる書類（運転免許

証など）

○ご本人の印鑑

◆お問合せ先　大和高田年金事務所　☎０７４５－２２－３５３１

黒滝村人権擁護委員の委嘱について

　令和７年１月１日より、上浦早苗さんが法務大臣か

ら委嘱を受けられ、人権擁護委員に再任されました。

　任期は令和７年１月１日～令和９年１２月３１日の

３年間です。

黒滝村人権擁護委員（敬称略）

　山内　弘昭

　上浦　早苗

◆お問合せ先　住民生活課

税等の納期

１月３１日（金）

固定資産税　　　第４期
国民健康保険税　第７期
介護保険料　　　第７期
後期高齢者医療　第７期

忘れずに
納付しましょう！
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吉野税務署からのお知らせ
令和６年分 所得税及び復興特別所得税 ・ 贈与税の確定申告は、

３月１７日（月）までです。
確定申告会場は、大変混雑します。　　　　ご自宅等から
　　スマホ・パソコンによる e-Tax をご利用ください !
スマホ申告をおすすめする理由

★画面が見やすく操作が簡単！⇒スマホサイズに合わせた画面でサクッと入力！

★カメラで給与所得の源泉徴収票を読み取れる！⇒スマホでパシャリと楽に自動入力！

STEP
1 「国税庁ホームページ」へアクセス

STEP
２ 申告書を作成

・税務署に行く手間と時間がかかりません

・確定申告期間中は 24 時間いつでも利用ＯＫ

・  画面の案内に沿って入力すれば、

　税額などが自動計算され簡単に

　作成できますスマホ申告はここからスタート▶

STEP
３

国税庁ホームページから e‐Tax で送信

◆マイナンバーカード方式

①マイナンバーカード　　　②マイナンバーカード

　　　　　　　　　　　　　　読取対応のスマホ

　　　　　　　　　　　＋

◆ＩＤ・パスワード方式

①ＩＤ（利用者識別番号）

②パスワード（暗証番号）

※マイナンバーカードが普及するまで

　の暫定的な対応です。

マイナンバーカードをお持ちでない方

「ＩＤ・パスワード方式の届出完了通知」を確認！

《吉野税務署で確定申告の申告相談等を希望される方へ》
■確定申告会場の開設期間は、２月１７日（月）から３月１７日（月）までです。

（土・日・祝日を除く）

■相談受付時間は、午後４時までになります。

　※混雑状況により早めに相談受付を終了する場合があります。

■入場には、「入場整理券」が必要です。ＬＩＮＥでの事前発行 が便利です。

‐申告書等の作成について‐

■会場では、原則スマートフォンを利用した申告書の作成をしていただきます。持ち物と

　して、ご自身の『スマートフォン』と『マイナンバーカード』に加え、『マイナンバーカー

　ド取得時に設定した暗証番号（４桁・６桁以上）』を必ずご準備ください（カードを取

　得している方のみ）。

■パソコンによる申告希望の方は、長時間お待ちいただく場合があります。

‐紙の申告書等の受付について‐

　前年同様、「土地や建物等の譲渡所得」、「金地金などの総合譲渡」、「山林所得」、

　「贈与税」の相談は、専門の担当者が従事している「曜日指定」での対応となり

　ますので、該当曜日にお越しください。

　相談日：上記開設期間中の 月 ・ 火 ・ 金 曜日（３月４日（火）は除く）
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文化財防火デー

１月２６日は、法隆寺金堂壁画が焼損した日（昭和

２４年）にあたることから、この日を「文化財防火デー」

と定められ、この日を中心として文化財を火災・震災

その他の災害から守るために全国的に文化財防火運動

が展開されています。

文化財は、たくさんの工夫と努力によって幾多の世

代を超えて伝えられ今も引き継がれています。このよ

うな文化財は、関係者の努力だけでなく、住民一人ひ

とりが文化財を火災等の災害から守るための日常の心

配りを積み重ねていくことが必要です。皆さんで協力

して、大切な文化財を火災から守りましょう。

下市消防署より

奈良県広域消防組合

　【公式】Instagram を開設！

＊消防車両や訓練などの消防の

　日常、イベント情報などを更

　新しています。

◆お問合せ先
　奈良県広域消防組合

　消防本部総務部総務課

　☎０７４４‐２６‐０１１９

＼フォローをお願いします／

　奈良県では、急病時に「教急車を呼んだ方がいいのか ?」、

「医療機関にかかった方がいいのか？」など、県民の救急医療に

関する相識に相談員、看護師等が対応する奈良県救急相談ダイヤ

ルを開設しています。

＜こども救急電話相談＞
＃８０００（プッシュ回線・携帯電話）、

ダイヤル回線・IP 電話からは０７４２‐２０‐８１１９へ

●実施時間帯　平日：午後６時～翌朝８時

　　　　　　　土曜：午後１時～翌朝８時

　　　　　　　日・祝・年末年始（１２月２９日～１月３日）：午前８時～翌朝８時

●対象者　１５歳未満の子ども

＜奈良県救急安心センター相談ダイヤル＞
＃７１１９（プッシュ回線・携帯電話）、

ダイヤル回線・IP 電話からは０７４４‐２０‐０１１９へ

●２４時間相談可能

※この電話は、あくまで相談・助言を目的とするものです。症状が重篤で、すぐに救

急車が必要な場合は、１１９番へ通報をお願いします。

‐ 奈 良 県 救 急 相 談 ダ イ ヤ ル ‐

健 康 づ く り 情 報
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黒滝村人権・同和問題
啓発活動推進本部

毎月１１日は

【人権を確かめあう日】

り図 書 室 だ よ

■ 貸し出し日　   月～金曜日（祝日は休み）
　　　　　　　　 第２、第４日曜日　　　　　　　　
■ 貸し出し期間　２週間
※ただし、それ以上になる場合は、教育委員会へ連絡して
　ください。

　学芸員しか知らない美術館が楽しくなる話
　　　　　　　／　ちいさな美術館の学芸員

一般には公開されていない美術館の裏側を描いた物語。

主人公はある小さな美術館で働く学芸員。主人公は館内に

眠る無名のアートや展示品にまつわる隠されたストーリーを

知っており、来館者には見せない裏の顔を持つ美術館を深く

愛している。

ある日、館内で起きた不思議な出来事がきっかけで学芸員

pick up!

入 札 結 果入札日　１１月１９日

工事（業務）名
落札金額

（消費税込）

2,095,500円

 ㈱サンコーコンサルタント
 　奈良営業所
 所長　　　　武政　正知

　　令和７年３月７日

落札者
期間

　　　　　　　　　　（完了日）

 ㈱中工業
 代表取締役　中川　宇

979,000円 　令和７年２月１４日 松岡設備
 代表　　　　松岡　俊昭

6,441,600円 　令和７年２月２８日寺 戸 公 衆 ト イ レ 改 修 工 事

排 水 施 設 改 修 工 事

循 環 型 社 会 形 成 推 進 事 業
浄 化 槽 設 置 工 事 　 N o . ４

トンネル照明改修設計委託業務

 ㈲アイ・エヌ・ジー
 代表取締役　石橋　裕治

6,380,000円 　令和７年３月１４日

インクジェット複合機賃貸借  ㈱南都リース
 代表取締役　中室　和臣 月額185,570円 　令和７年１月３１日

（納入期限）

 ㈱竹谷商事
 代表取締役　土井　康裕 1,251,470円 　令和７年２月２８日黒 滝 村 ド ロ ー ン ・ 画 像 分 析

ソ フ ト ウ ェ ア 購 入 事 業

はその美術館に隠された秘密を解き

明かしていくことに。

最後には主人公がその美術館を

「楽しくなる場所」に変えるために

美術館の新しい活用法を見出し、エ

ンディングに向かっていく。
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黒
滝
村
村
民
憲
章

村の施設の電話番号
市外局番（0747）

人口・世帯数
（１２月１日現在）

　　男　　２８２人　　（±０）
　　女　　３０３人　　（＋１）
　　計　　５８６人　　（＋１）
　　世帯　３２３世帯　（±０）
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役　場
　　ＩＰ電話

防災放送電話音声対応サービス
（専用ダイヤル）
教育委員会事務局
　　ＩＰ電話
診療所
　　ＩＰ電話
歯科診療所
デイサービスセンター
地域包括支援センター
（社会福祉協議会）
　　ＩＰ電話
こもれびホール
黒滝駐在所
観光施設に関することは、
　観光施設指定管理者

（株）黒滝森物語村

62-2031
0747-68-9200

～ 9202

62-9010
62-2314

0747-68-9204
62-2747

0747-68-9700
62-2621

62-2850
0747-68-9023

62-2280
62-2034

62-2770

【　　　　　　　
　】

【　　　　　　　】

【　　　　　　　】

【　　　　　　　】

黒滝こども園

◆対象となる乳幼児
　生後６ヶ月から５歳児（小学校就学前）で次の要件に

該当する場合

◆保育時間（月～金）
○通常保育

　８時～１６時

①仕事をしていて保育をする

ことができない

②妊娠中や出産後間がないの

で保育ができない

③病気やけが若しくは、障が

いがあり保育ができない

◆募集期間
　１月１４日（火）～１月１７日（金）

◆お問合せ先
　黒滝こども園　☎６２‐２２０６

保育園部

○延長保育

　７時１５分～８時

　１６時～１９時

④同居又は長期入院等して

いる親族の介護・看護を

していて保育ができない

⑤求職活動中であり保育が

できない

⑥その他

入園児募集

幼稚園部

◆保育時間（月～金）
○通常保育

　８時４５分～１３時４５分

○預かり保育

　１３時４５分～１６時

◆対象となる幼児
令和元年４月２日～令和４年４月１日に生まれた幼児

くろたきテレビ
11ch で放映中

11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載しています
ので、是非ご視聴ください。

黒滝村のＳＮＳをご紹介

黒滝村公式
　Instagram

黒滝村公式
　　　LINE


